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 8月には、広島、長崎原爆投下の日、日本の敗戦の日があります。

この月が巡ってくるたびに、今は亡き教皇ヨハネ・パウロ 2世が来日

された折、広島から世界に向けてなされた『広島平和アピール』と、

2019 年教皇フランシスコが来日されたときの「わたしは平和の巡礼

者として、この地の歴史の中にあるあの悲惨な日に、傷と死を被った

すべての人との連帯をもって悼むために参りました。いのちの神が、

（わたしたちの）心を、平和と、和解と、兄弟愛へと変えてくださるよう祈ります。」と広

島で残されたメッセージを思い出します。 

 主の変容の祝日である 6 日から 15 日までは、“日本カトリック平和旬間”です。もう一

度心からの平和への願いを、新たにしたいものです。世界の動きを見ると、平和とはほど

遠い現状なのですから。 

 また 15日には、心のふるさとに向けて旅をします。この旅は、わたしたちの真のふるさ

とをも思い起こさせます。このときに、わたしたちはどこに向かって歩んでいるのかとの

問いも自然に起こります。 

 わたしたちは、いろいろな思いで毎年この日を迎えるのではないでしょうか。多くの人

にとってこの日は、亡くなった身内を思うときであり、また、敗戦の日でもあります。日

本の戦争は聖母の祭日にはじまり、聖母マリアの祭日に終了したのです。この日に教会は、

聖母の被昇天を祝います。 

 マリアが霊魂も肉体もともに天に上げられたという教義で、1950 年 11 月 1 日に、教皇

ピオ十二世（在位 1939～1958）が全世界に向かって、処女聖マリアの被昇天の教義を荘厳

に公布しました。 

 聖書の中で、聖母の被昇天については直接記されていませんが、カトリック教会は何世

紀にもわたって伝達されてきた伝承（聖伝）を聖書とともに大切にしてきました。この聖

母の被昇天の教義も神から啓示された伝承の一部分であることをかつての司教たちが一致

して認め、ピオ十二世が公に教会の教義であることを公布することによって、マリアが神

の母であることを特に強調したことが考えられます。 

 聖母の被昇天への信仰は、マリアだけが特別な存在だと言い

表すのではありません。キリストによる救いにあずかる人たち

の象徴として、信じるすべての人たちの救いへの希望を表現す

るものです。この月を、聖母に託して過ごしながら、人生の到

着点をも考える月にしたいと思います。（参考:Laudate)  
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８月の主な典礼・ミサ時刻 

日 曜 典礼暦 担当 

４ 日 
年間第 18主日 
P4 平和を願う 
当教会出身聖職者・修道者のために祈る日 

9:00 ミサ   

先読み：    第１:    第２:  

答唱詩篇       オルガン：能村 

11 日 
年間第 19主日 
司祭と召出しを求めるために祈る日 

9:00 ミサ 

先読み：    第１:   第２:   

答唱詩篇：      オルガン：能村 

15 木 聖母の被昇天 9:00 ミサ   10:30 お墓参り 

18 日 
年間第 20主日 
病者と洗礼志願者のために祈る日 

9:00 ミサ 

先読み：    第 1:    第 2:   

答唱詩篇：三上夫妻 オルガン：能村 

25 日 
年間第 21主日 
教会から離れた信者のために祈る日 

9:00 ミサ 

先読み：    第１：    第２：   

答唱詩篇：     オルガン：能村 

◆平日のミサ  月曜日～金曜日 6:00  土曜日 10:00 

 

◆今月の霊名記念日の方 ･･･ おめでとうございます（敬称略） 
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聖アルフォンソ 

聖ラウレンチオ助祭殉教者 

聖クララおとめ 

聖ﾏｷｼﾐﾘｱﾉ･ﾏﾘｱ・ｺﾙﾍﾞ司祭殉教者 

聖母の被昇天（マリア） 

 

聖マリア 

斉藤佳太 

三上省吾、古野倫太郎 

斉藤美代子、大西樹梨、多田聖華 

本田啓輔 

千田アヤ子、千田裕子、多田明美 

舛甚峰子、平間美智子、西川ヨシ子、鎌塚静子 

野呂幸子 

 

◆お知らせ 

 ・ロザリオ会 8月  日( ) 午後 7時から  宅 

 ・毎週水曜日 10:00～ 聖書に親しむ会を実施しています。 

 

◆幼稚園関連 

 ・   日（ ）2 学期始業式 

 ・   日（ ）火災避難訓練 

 ・   日（ ）8 月生まれ誕生会 

3日(土)

10日(土)

17日(土)

24日(土)

31日(土)

砂川　花当番



 

 

 

 

・主日ミサ 朝の祈り 「 平和を求める祈り 」 日本カトリック平和旬間にあわせて 

 

日 曜 
ミ  サ 

各種勉強会 会議・その他事項 
主日・祭日 時 間 

２ 金 （初金曜日） 午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

４ 日 年間第１８主日 午前 11：00   

９ 金  午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

１１ 日 年間第１９主日 午前 11：00  
慰霊ミサ 

ミサ後 運営委員会 

１５ 木 聖母の被昇天 
美唄のミサは

ありません 
 

砂川ミサ ９：００ 

ミサ後、合同墓地へ 

墓参り(10:30頃～) 

１６ 金  午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

１８ 日 年間第２０主日 午前 11：00   

２１ 水    
ロザリオの祈り 

午後６時（聖堂にて） 

２３ 金  午前 10：30 聖書に親しむ(ミサ後)  

２５ 日 年間第２１主日 午前 11：30  
千葉 充 神父様 

司式のミサ 

３０ 金   聖書に親しむ(ミサ後)  

 

《 平日のミサ 》 金曜日のみ 午前 10：30 ２・９・１６・２３・３０日です 

《 聖書に親しむ 》 平日のミサ後、旧約聖書に親しんでみませんか。 
 

霊名の祝日（敬省略） 清掃当番 

11日 クララ     ウッケッドゥ恵美・米通 心・船野 由美 

15日 被昇天マリア  建部 絢子・加賀 綾子 

21日 聖ピオ 10 聖  菅野 牧雄 

23日 ローザマリア  山本 育子・佐藤 礼子 

27日 モニカ     ウッケッドゥ萌丹花すみれ・三間 信子 

            坂本 礼子・米通 理奈・松本 久美子 

28 日 アウグスチーノ 菅野 仁 

【第２週】 

東 

【第４週】 

船野 

花当番 

船野 

 

【お知らせ】 

◎ 6月 23日 聖ペトロ使徒座への献金は 12,500 円でした。司教館に送りました。 

◎ 今年の旭川地区カトリック大会が 7月 28日～9月 15日の期間で開催されます。 

  9月 15日は、旭川藤星高校（旧：旭川藤女子高校）で旭川地区の信徒・司祭・修道者 

  が数年ぶりに集まり、司教ミサなどが行われます。後日参加者を募ります。 

     美唄教会 2024 年８月 

    主日ミサ・平日のミサ予定 
美唄市東２条南３丁目 2-10 TEL＆FAX 0126-63-2434 

美唄教会 小さな群れ 

通巻№327 

2024 年 ８月 

2024 年 7 月 28 日発行 
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  祈  り 

  ナルチゾ・カヴァツオラ 神父 著 

 「 わが神よ わがすべてよ 」より 

 
 

 幼児洗礼である私は、小さい時から両親にお祈りを教えてもらい、一緒にお祈りをし

ておりました。ですから祈りは私の身体の一部のようになっています。 

 祈りとは何であるか、と真剣に考えたことはありませんが、神さまに感謝と償いを祈

願することだと思います。 

 これはキリスト教だけではなく、仏教も回教もヒンズー教も同じだと思います。 

 しかし現代の日本人には、祈りの習慣が失われているので、祈りの意味がわからなく

なっているようです。 

 「困った時の神頼み」とよく日本人は言いますが、お祈りをするのは困った時だけ、あ

とはする必要がないと思っている人が少なくないようです。 

 日本に来てまもなく読んだ新聞記事で、強く印象に残っているものがありますので、

ご紹介したいと思います。 

 戦争で死んだ一人の若いロシア兵の祈りです。 
 

“聞いてください神さま、 

 ボクは今まで一度もあなたに話しかけたことはありません。 

 けれども、今あなたに訴えたいのです。 

 子供の時からボクは、あなたなんかいないと聞かされてきました。 

 愚かにもボクはその通り信じてきました。 

 今でも一度も、あなたの御業
み わ ざ

のことなど考えたことがありませんでした。 

 でも今夜、夜空にきらめく星を眺めていて気がつきました。 

 ボクは今夜あなたに対面するでしょう。 

 真夜中にボクの隊は、襲撃の予定です。 

 相図です。もう行かなくては。 

 あなたがご承知のように、戦いは激しく、今夜ボクはあなたのドアを叩きに 

 いくかもしれません。 

 今までボクはあなたの友ではなかった。 

 それでも今夜ボクがドアをノックしたら、入れてくださいますか。 

 今夜ボクの目は開かれたのです。 

 さようなら、もう行かなくてはなりません。多分生きては帰れないでしょう。 

 もう言うべきことはありません。 

 ボクはもう死を怖れてはいないのです” 
 

 この祈りは、その夜の激しい戦いで死んだ彼のポケットから発見されました。 
 


